
２０１８年１２月２３日 主日礼拝 ＜洗礼式・クリスマス礼拝＞ 
 

司  会        ①清水兄    ②塩野兄    ③高山吉兄 

奏  楽 

祈  祷                                             ①川村師                                                                   ②倉知兄                         ③新田兄 

 

使徒信条 

                                      賛  美  讃美歌１１２番「諸人こぞりて」 

（Ｎｅｖｅｒ ｗｏｒｒｙ）（栄光の雲が宮に満ちて） 

       

聖  書    ①② イザヤ書５７章１５節  （Ｐ１０２７） 
                      ③                ルカによる福音書２章８～１５節  （Ｐ８５）                                                                                                                 

 

音  楽  ①                 北島美佐子姉（伴奏：白鳥直美姉） 

       ②③聖歌隊＆アンサンブル（独唱：山口佳子女史） 

証  詞                           ①②佐藤湖友兄（モーセ会） 

              

メッセージ   ①②          「神様の待ち合わせ場所」                                     倉知契副牧師 

                                                 ③  「イエスさま、ありがとう！」                     大川従道牧師 

 

賛  美                    「きよしこの夜」（讃美歌１０９番）（献金） 
         （アフリカ、インドネシア、モンゴル支援献金） 

頌  栄  「ハレルヤ！」  アーメン 
                                                                    祝   祷                           

 

【大和ニュース】  

☆救い主イエス様の御降誕を心からお祝い致します。メリークリスマス！！ 

☆受洗おめでとう！①小林さん（小６）②小林ん（小４）③Ｔ・Ｋ姉（サラの会） 

・ 洗礼準備会、アブラハム会、Ｊ.Ｐｌｕｓ、プレミアムクワイア（１３：３０）、青年Ｘマス（１７：００） 

☆東京カルバリーのＸマス礼拝は、５時。特賛はオペラ歌手高橋正典氏。説教は大川牧師。 

 

☆あすは『Ｘマスイブ礼拝』。２４日（月）１７：００。説教は倉知師と大川師。音楽オールスター。 

・ 今週の祈祷会も大切に！①水曜夜はコデロー師（Ｖ） ②木曜朝もコデロー師（Ｖ） 

                                           ③金曜夜は石橋伝道師。 

＊今年一年間守られたことを感謝し「年末感謝献金」を捧げましょう。袋は受付。 
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石の枕  
   

 

 Ｍｅｒｒｙ Ｃｒｉｓｉｓ ａｎｄ ａ Ｈａｐｐｙ Ｎｅｗ Ｆｅａｒ！ 

 社会不安や戦禍のさなか、ヨーロッパの市中では、こんな落書きがしばしば 

見られるそうだ。＜危機おめでとう！新しい恐怖に幸あれ！＞というパロディ 

ーだ。＜メリーＸマス！＞は、昔から「滅入り、苦しみます！」というなんと 

も情けないパロディーもあった。 

 クリスマスのシーズンに、敬愛する菅康夫さんが召天された。彼の信仰、教養、 

人格、優しさに会衆一同ほれぼれ。主の聖名を崇めました。享年９５。 

 賛美大好き人間でしたから、天に召されて、ブラブラ、ゴロゴロではなく、 

早速、聖歌隊長のガブリエルにスカウトされて、賛美隊に歓迎されて、うらや 

ましいかぎり。天国生活では、この地上で少々のオンチでも、栄光の姿に変えら 

れて、最高の美声で、シワもシミもない美顔で、体型もスマート、言うことなしの 

栄光体でハッピーで毎日エンジョイ生活である。早く行きたいですね。地上で主 

のお役に立ってからにいたしましょう。 

 

  

 大塚野百合著『きよしこの夜・物語』（教文館）は、著者の信仰が伝わって 

きて楽しく読める。１８２１年に聖ニコラ教会のオルガンが故障し、ギターで 

歌われたことは有名である。（私は、数年前に、その教会を訪れたことがある。） 

 実はもともとはドイツ語で作詞されたのだが、由木康先生が美しい日本語に 

訳された。今回はドイツ語の原曲に触れてとても感動した。 

 「静かな夜！聖い夜！………眠れ、天国の安らかさに包まれて。眠れ、天 

国の安らかさに包まれて。」 

 由木先生の日本語は、美しくも格調の高い訳として響きますが、ドイツ語の 

原文は日本語に訳すことが出来ない深い内容を持っています。丁度、菅さんの 

葬儀の準備をしている時でしたので、この賛美の言葉に感動しました。 

 実は私大川は、先週の日曜夜のこと心臓が痛んで、緊急入院。カテーテルを 

用いて心臓の手術をするところでしたが、守られ一泊で、退院できました。天国 

からお迎えが来るまで全力でご奉仕します。みなさまも「天国行」のキップを持っ 

ていますか。すごく簡単に、だれでもゲットできます。条件はひとつ、謙遜になり、 

イエス様を救い主として信じることだけです。 

 

宿題（祝大） 今週もむさぼるように聖書を読みましょう！ 

Aコース：黙示録１４章～２０章  Ｂコース：ハバクク～ゼカリヤ１２章 


